
近年の歴史ブームによって、さまざまな遺跡がメ
ディアに取り上げられています。中でも古墳の人気
は非常に高く、関連グッズも数多く販売されていま
す。今回は、市内の古墳を代表する「富士見塚古墳」
を紹介します。
富士見塚古墳（柏崎地区）は、市内で最も大きい
古墳で、全長 80㍍の前方後円墳です。古墳が築か
れた時期は、５世紀末から６世紀初め頃で、霞ヶ浦
沿岸地域の有力豪族の墳墓と考えられています。
前方部からは板石を組んで作った棺が見つかり、

中から成人男女１体以上の人骨が確認されていま
す。石棺の内壁は赤色に塗られ、副葬品としてガラ
ス小玉や管玉が見つかっています。そして、古墳の
代表的な出土品である埴輪は、富士見塚古墳からも

発見され、人物や鹿・犬・猿などの動物、盾、家な
ど、さまざまな形をした埴輪が見つかりました。
これらの貴重な出土品は、県指定文化財となり、

「富士見塚展示館」に展示され、まさに歴史にふれ
ることができます。また、解説パネルを令和３年３
月にリニューアルし、楽しく学んでいただける内容
になっていますので、ぜひご見学ください。
春から夏にかけては、古墳周辺の緑が美しく、最

も写真映えする季節です。古墳の頂上からは筑波連
山と霞ヶ浦が織り成す雄大な景色を楽しむこともで
きます。澄んだ空気と自然の景色に癒されながら、
市の貴重な歴史にふれてみてはいかがでしょうか。
問 歴史博物館　☎ 029-896-0017

富士見塚古墳公園・展示館
所在地：柏崎 1553-3
☎ 029-896-0174

ホームページ ▶

文
芸
ひ
ろ
ば

投
稿
作
品

投稿作品（俳句・短歌・川柳）を募集します。6 月 3 日木までに秘書広報課（〒 315-8512 上土田 461）へお願いします。
※�応募多数の場合は掲載されない場合がありますのでご了承ください。また、音声読み上げに対応するため、漢字には

ふりがなの記載をお願いします。（内容を確認する場合がありますので、電話番号もご記載ください。）

富士見塚古墳と雄大な景色

日
にちにちこれこうじつ

日是好日
森下典子　著

　新緑が美しいこの月は、「卯の花」が盛りに開く
ころ。その名をとって「卯月」と呼ばれ、茶摘みに
最適といわれています。
　香り高い日本茶を傍らに、「お茶」に関連する本
などはいかがでしょうか。
【あらすじ】
　2018 年、樹木希林、黒木華の主演で映画化され
た「日日是好日」の原作です。「お茶」の作法を交え
て、自分の成長や就職、失恋などの出来事を、時に
はユーモラスに、時には物悲しく描いています。
生きにくい時代を生きる時、「お茶」は教えてく
れる。「長い目で、今を生きろ」と。
やがて気付く毎日が良い日。雨の日は、雨を聴く
こと。五感で季節を味わう喜び。
　今、この時を生きていることの感動を鮮やかに
綴っています。

▼日時 6 月 5 日土午後 2 時

　※午後 1 時半受付・開場

▼定員　先着 20 人

▼場所　あじさい館 [ 視聴覚室 ]

▼料金　１００円
問 霞ヶ浦中地区公民館
☎ 029-897-0564

[上映時間114分]

ベトナムの風に吹かれて
出演 松坂慶子　草村礼子　他

【 ストーリー 】
ベトナムで日本語教師として働くみさおは、認知症を
患い、夫の死さえ理解できない母・シズエをベトナム
に連れて生活することになる。親身になって支えてく
れるベトナムの人々の温かさを実感していく。

【 鑑賞の注意点】

マスクは必ず着

用してください。

おすすめ図書 !

６月図書館カレンダー

■休館日：�毎週月曜日、図書整理日

問 図書館　☎ 029-897-0647

図書館ホームページでは、利用案内や図書
検索など図書館の情報を掲載しています▶

【お知らせ】
◎�お話会は、新型コロ

ナウイルス感染症の
影響により、中止と
なります。

◎ �6 月 30 日水は、図
書整理日のため、休
館となります。

◀�【左】
　日日是好日
　�【右】
　�日本茶ソム
リエ・和多
田喜の今日
からお茶を
おいしく楽
しむ本
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【 6 月は「 かすみがうら市カラオケ連合会 」・「 陶芸クラブ 」の 作 品 展 示   】

あじさい館では、市内の文化団体などが作成した絵画や写真、陶芸、工芸品の芸術作品などを月替
わりで展示しています。ぜひ、ご覧ください。

▼期間 6 月 8 日火～ 7 月 4 日日　　　　　　　　　　  問 生涯学習課 ☎ 029-897-0564
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